
 
 

 
 
 
 
 
 
 

通巻４３号 
（平成２０年２月） 

編集・発行 印西市立大森図書館 
 
図書館ホームページ 
・パソコン から・・・  
http://www.library.city.inzai.chiba.jp/  

・i-mode から・・・ 
http://www.library.city.inzai.chiba.jp/i/  

 

としょかん
つうしん
 
 
 ２月１８日（月）から２５日（月）まで 
 

蔵書点検を行ないます  

 

 

 

2 月１８日（月）から２５日（月）まで、印西市立図書館全館で蔵書点検を行ないます。

それに伴い図書館利用をお休みさせていただきます。 

さて、蔵書点検とは一体何をやっているのか…以前（３９号）に同内容の記事を掲載い

たしましたので、それを紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年 1 回、長期の閉館期間を設けて行なっている「蔵書点検」とは一体なんなのか…？

簡単にいってしまうと、図書館の本や雑誌、視聴覚資料といった全ての資料の所在を調べ

る作業のことをいいます。 

 作業としては、ノートパソコンや小型の専用機器を使って、棚に並んでいる資料全ての

バーコードを読み取って、貸出中や予約されているもの、修理中のものなどを除いた「利

用可能」な状態の資料がちゃんと棚にあるかどうかを照合します。 

 一言「作業」といっても、これがなかなかの重労

働！ 棚の上から下へ、端から端へと体を動かさな

ければならず、腕も上げっぱなしの状態が長時間続

くので、ひどい筋肉痛や肩こりに悩まされる人も…。 

図書館職員総出で市内４館の棚にある数十万点も

の資料のバーコードを読み取るには、どうしても長

期間図書館をお休みしなければなりません。みなさ

まにはご不便をおかけすると思いますが、書架を整

理し、よりよい状態でご利用いただくために行なっ

ていますので、何卒ご理解いただきたいと思います。 
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※蔵書点検に伴い貸出期間の変更などがあります。詳しく

ホームページでご確認下さい。 
 
は各図書館の掲示板や図書館



 楽しかったね！～行事報告～ 
  

～クリスマス会～  

 １２月に行なわれた各館でのクリスマス会の様子をお伝えします！ 
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＜プログラム＞ 

1. 「ひげじいさん」（手遊び） 

2. 「だれのはな」（ペープサート） 

3. 「ちいさなちいさなサンタクロース」

4. 「１０人のサンタ」（パネルシアター）

5.  しりとり 

6. 「かさじぞう」（カップシアター） 

7. 「ぐりとぐらのおきゃくさま」 

（大型絵本）
１２／２（日）小林図書館で行われたクリスマス会

、手遊びやペープサート、パネルシアターやカップ

アター、しりとりなどなど、盛りだくさんの内容で

た。ペープサートはクイズ形式だったので子どもた

もとても楽しんでいました。しりとりは、会場全員

行なったので、自分の番になると、子どもたちもあ

これ考えていたようです。 

最後に、おりがみで作った「アンパンマン」や「サ

タクロースのしおり」をプレゼントして楽しいクリ

マス会は終了しました。 
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♪ 大森図書
 

１２／９（日）に行われた

マス会には、会場の多目的室

がいっぱいになるほどの参

 子どもたちのノリもよく

りとり遊びなど、みんなが

り、にぎやかな会となりまし

ピカチュウの折り紙ワッペ

ニコ顔で終了となりました

 また、来年も楽しい演目を

すので、是非ご参加下さい

 

＜プログラム＞ 

1.「しりとりこぶた」（しり

2.「おおきくおおきくおお

3.「となかいはなぜサンタ

            

4.「すてきな三にんぐみ」（

5.「サンタさんにあいたい

 

 

館 ♪ 

大森図書館のクリス

に敷いたじゅうたん

加がありました。 

、顔遊びや手遊び、し

参加できる演目もあ

た。最後はサンタと

ンを服につけて、ニコ

。 

用意して待っていま

。 

 

♪ 小林図書館 ♪ 
とりあそび） 

きくなあれ」 

（紙芝居） 

のそりをひく」 

 （読み聞かせ） 

大型絵本） 

」（パネルシアター）



 

 

 

 

 

 

 

 

♪ 小倉台図書館 ♪ 
１２／１５（土）に小倉台図書館集会室でクリスマス

会を行ないました。プログラムは… 

1.「サンタが町にやってくる」（手あそび・うた） 

2.「かたあしだちょうのエルフ」（ＯＨＰシアター） 

3.「ねずみのすもう」（エプロンシアター） 

4.「にじいろのさかな」「はらぺこあおむし」 

（大型絵本） 

5.「ことりをすきになった山」 

（ブラックパネルシアター） 
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～おはなし

（そうふ

 お

 

 図書館
 人気の
 （平成２０年１月２６日
図書館からのお知らせ 
 

 

日時：３／２２（土） 午後１時３０分から 

※午後１時から会場に入れます。 

場所：ふれあい文化館１階 多目的室 

対象：３歳から小学生くらいまで（保護者同伴可）

定員：１５０人程度（当日先着順です。） 

※ 入場無料です。 

※ お問い合わせはそうふけ図書館まで 

かいスペシャル～ 

け図書館） 
 

 

 
本 
現在） 

① ホームレス中学生 田村 裕／著 

② 楽園（上下） 宮部みゆき／著 

③  夜明けの街で  東野 圭吾／著 

④ ダイイング・アイ 東野 圭吾／著 

⑤ 女性の品格 坂東真理子／著 

⑥ 私の男 桜庭 一樹／著 

⑦  おひとりさまの老後 上野千鶴子／著 

⑧ 夜は短し歩けよ乙女 森見登美彦／著 

⑧ 鹿男あをによし 万城目 学／著 

⑩ 鈍感力 渡辺 淳一／著 
 

 
 

♪上記の本は非常に人気があり、リクエストをしていただいても長期にわたりお待ちいただくことになります。ご了承下さい。

♪上記のうち、ご自宅に不要になった本がございましたら是非図書館にご寄贈ください！ 
人形劇やペープサートなど、みんなで

はなしの世界をたのしみましょう！
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毎年、力作を演じていただいている地域の読書団体の皆様ありがとうございました。会場で観覧して

いた職員も「あのキーボード伴奏は自作曲なんですか」「小動物の声が可愛い声で声優みたいでした」

と、夢中になってしまいました。普段の読み聞かせにはない大掛かりなお話会は、小さなお子さんで

いっぱいの楽しい時間となりました。 
 

 

 

さて、クリスマス以外にも図書館では定期的に

はなし会を行なっています。紙芝居や大きな絵

、季節や行事にぴったりのおすすめ絵本など、

しいおはなしをご用意してお待ちしておりま

。ぜひお気軽にお越しください！ 
大森図書館（おはなし室） 第２・４土曜日 午後 3 時～ 

小林図書館（遊戯室） 第４土曜日 午後 3 時～ 

そうふけ図書館（おはなしのへや） 第 1～4 土曜日 午後 3 時～ 

小倉台図書館（おはなし室） 第１・３木曜日 午後 3 時半～ 
 

 
直木賞受賞作「私の男」 

がトップ１０入り！ 

 



 

 

 

 

 

 この本、 

おすすめです！ 

 子どもは大喜び、大人は渋い顔をしてしまう

ものってなに？ …色々思い浮かべるものは

あると思いますが、「雪」もその内の一つでは

ないでしょうか？ それとも大人もやっぱり

童心にかえって喜びますか？ 

 ということで、今回のキーワードはずばり
「雪」。どんな雪景色が見られるでしょうか？

 

この本、 

おすすめです！ 

「雪のマズルカ」（「ハート・オブ・スティール」改題） 

               芦原 すなお／著 （東京創元社） 
 

事故で死んだ夫の職業、私立探偵をそのまま引き継いで探偵事務所
を再開させた笹野里子。彼女の活躍を描いた連作短編集がこの「雪の
マズルカ」です。なんか、この設定だけを見ると、何となくけなげな
感じがしますが、その内容はかなりハード＆クール。日本のハードボ
イルドな女探偵といえば桐野夏生さんの「村野ミロ」や若竹七海さん
の「葉村晶」などが思い浮かびますが、彼女たち以上にクールな人み
たいです。とてもかっこいい女性です！ 

「星降り山荘の殺人」 倉知 淳／著 （講談社） 

ひょんなことから「スターウォッチャー」星園詩郎のマネージャー
を務めることになった杉下和夫。彼に付き添って向かった仕事先の山
荘で、殺人事件に遭遇してしまう。しかも状況は雪に閉ざされた山荘。
犯人は山荘にいる人物に限られた…。山荘にいたのは詩郎と和夫以外
に、ＵＦＯ研究家、女流作家とその秘書、女子大生といった一癖も二
癖もありそうな人物たち。犯人は誰なのか？ そしてその手口は…？
といった、真っ向勝負の推理小説。場面転換ごとに作者からのメッセ
ージが添えられていて、あくまでフェアを装っていますが、結局気持
ちよく騙されてしま

「密やかな結晶」 小川 洋子／著 （講談社） 

とある孤島。ここでは「記憶狩り」によって人々の記憶から様々な
物が消滅される。リボン、鈴、エメラルド、香水…。島の人々は静か
にその消滅を受け入れているが、小説家である「わたし」は徐々に文
章を綴ることができなくなる。編集者Ｒ氏はそんな彼女の記憶を呼び
覚まそうと努力する。Ｒ氏は記憶をなくさない特殊な人物なのだが、
そのため秘密警察から追われることとなる…。とてもとても静謐（せ
いひつ）な雰囲気をもった作品です。この話で「雪」は日常のワンシ
ーンとして出てくるだけなのですが、静寂感がとてもこの作品に似つ
かわしく、ここで紹介させていただきました。 

 

 

 

 

図書館についてのお問い合わせは、
もよりの図書館まで！ 
★ 大森図書館  ・・・  ４２－８６８６

★ 小林図書館  ・・・  ９７－０００５

★ そうふけ図書館 ・・・ ４５－２５６６

★ 小倉台図書館  ・・・  ４７－５５１１
いました…。 
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★表紙画像は出版社に許諾を得て

寒い日が続い
んは風邪など
しょうか？ 

と月もすれば 3 月。春は
てきています。さて、ト
介していますが図書館で
書点検を行ないます。こ
使う作業なので、風邪な
体調を整えておかなくて

編集
後記

 

 

 

 

 

 

掲載しております。

ていますが、皆さ
ひいていませんで
それでもあとひ 
もうそこまでやっ
ップページでも紹
は 2 月の後半に蔵
れがかなり体力を
どに負けず今から
は！  （Ｔ・Ａ）


